
 

 

  

令和２年度 学校評価報告書（実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（学校評価アンケート・

学校評価部会） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

〇自立と社会参
加に向けた一貫
性のある教育課
程を編成し、学
習指導を行う。 
 
 
 
 
 
 
 

①卒業後の生活
を具体的にイメ
ージする中で、
生活年齢に応じ
た学習内容を精
選し、提供する
と共に、授業時
間ごとに具体的
な目標を設定し
児童生徒にわか
る形で評価を伝
える。 
 
②新学習指導要
領をもとに、連
続性のある教育
課程編成を目指
す。 
 

①年間計画の中
にお互いの授業
を見合う機会を
数多く設定し、
学 習 内 容 の 精
選、授業の目標
設定と評価が適
切に行われてい
るかを確認し合
い、個々の授業
力向上につなげ
る。 
 
②校内研究を通
して新学習指導
要領に対する理
解を深め、より
実態に合った教
育課程の改編に
つなげる。 

①生活年齢に応
じた授業を実践
し、授業の目標
に対する「子ど
もにわかりやす
い評価」をする
こ と が で き た
か。 
 
 
 
 
 
②新学習指導要
領のポイントを
教員間で共有で
きたか。 

①授業の目標をホ
ワイトボードに明
示し、授業前に確
認することで、授
業後の「評価」を
わかりやすく行え
るようになってき
た。研究授業の指
導案や参考文献等
を教員同士で共有
できる仕組みを作
った。 
 
②新学習指導要領
の学習会や研修会
で理解を深め、
「生活科」におけ
る系統性のあるキ
ャリア教育につい
て考察することが
できた。 

①全教室のホワイ
トボード化が終了
したので、「学習
のねらい」の示し
方や、授業後の
「評価」方法につ
いて、学部研究を
通して検討してい
く必要がある。 
 
 
 
 
②ライフキャリア
教育の視点をより
強く意識し、実際
の指導支援の場面
で活用し、教務班
を中心に実態に合
った教育課程の編
成につなげる。 

○保護者アンケートで
は、88％の保護者が「生
活年齢に応じた授業を実
践し、授業の目標に対す
る『子どもにわかりやす
い評価』をすることがで
きた」と回答している。 
 
 
 
 
 
 
○保護者アンケートで
は、約 90％の保護者が
「自分で選択し意思表出
することについて、生活
年齢に応じた取り組みを
行うことができたと思
う」と回答している。 
 
 

①生活年齢に応じた学習内容を
精選し、提供すると共に、授業
時間ごとに具体的な目標を設定
し児童生徒にわかる形で評価を
伝える取り組みが、学校全体で
進んだ。授業の目標を明示し、
授業前に確認することで、授業
後の「評価」をわかりやすく行
えるようになってきた。お互い
の授業を見合う機会を数多く設
定することについては、十分で
はなかった。 
 
②新学習指導要領をもとに、連
続性のある教育課程編成を目指
したが、具体的な教育課程の改
編につなげることはできなかっ
た。 
 
 
 
              

①研究成果を活かし、教員一人
ひとりが一層人権感覚を磨き、
人権に配慮し、尊重する指導・
支援を行っていく必要がある。 
キャリアアップ班が中心となっ
て、年間計画の中にお互いの授
業を見合う機会を数多く設定
し、評価し合う中で、個々の授
業力の向上につなげる。 
 
 
 
 
②定着しつつあるフロントゼロ
をはじめとする学習環境の整備
を更にすすめると共に、校内研
究を通して新学習指導要領に対
する理解を深め、総括連絡会や
教務班会等で横断的な議論を重
ね、より実態に合った教育課程
の改編につなげていく。 

２ 
児童生徒指導・
支援 

〇個々の障害特
性を理解し、生
活年齢や発達段
階に合った指
導・支援を行
う。 
 
 
 
 
 

①適切な実態把
握のもと、児童
生徒の「わかっ
た・できた」体
験を十分に保障
するよう、支援
方法や環境設定
の工夫をする。 

①外部講師や専
門職の助言を受
け 「 わ か る 授
業」を実現する
ための手立てを
増やすと共に、
定着しつつある
フロントゼロを
はじめとする学
習環境の整備を
すすめる。 

①適切な実態把
握のもと、児童
生徒の「わかっ
た・できた」体
験を十分に保障
するための支援
方法や環境設定
の工夫すること
ができたか。 

①今年度は、外部
講師からの助言指
導を得る機会がな
かなか難しい状況
であったが、専門
職が児童生徒のア
セスメントに積極
的に関わり、より
精度の高い実態把
握ができ授業改善
につなげることが
できた。 
刺激の少ない環境
設定をすることに
より、児童生徒に
達成感や自己肯定
感を獲得させるこ
とができた。 

①学校全体の授業
力の向上や授業改
善を進めることが
今後の課題であ
る。専門職からの
助言を受け、教員
自らがアセスメン
トを指示する力を
身につけることが
必要である。 
 
研究推進班を中心
に、児童生徒の
「わかった・でき
た」を更に引き出
すために、支援方
法や環境設定につ
いての研究・研修
を継続的に行って
いく必要がある。 

○保護者アンケートで
は、約 88％の保護者が
「適切な実態把握をもと
に児童生徒の『わかっ
た・できた』体験を保障
するための支援方法や環
境設定を工夫することが
できた」と回答してい
る。 
 
○学校運営協議会委員か
らは、「『わかった・で
きた』を数多く引き出す
実践がフロントゼロに象
徴される整えられた環境
の中で行われていた」と
の評価をいただいた。 

①適切な実態把握のもと、児童
生徒の「わかった・できた」体
験を十分に保障するよう、支援
方法や環境設定の工夫をするこ
とについては、十分ではないが
達成できた。学校全体としての
機運も高まっている。 
刺激の少ない環境設定をするこ
とにより、児童生徒から多くの
「わかった・できた」を引き出
し、達成感や自己肯定感を獲得
させることができた。 
 
今後、学校全体で、アセスメン
トに関する研究を行うととも
に、研修の機会を数多く確保
し、職員に浸透した、子どもた
ちの「わかった・できた」を実
現する取り組みをいかに継続し
ていくかが課題である。 

①「わかる授業」を実践するた
めの手立てを増やし、学校全体
で共有し取り組んでいく。その
ために引き続き、外部講師や専
門職の助言を受けられるよう研
修計画を立案する必要がある。 
 
刺激の少ない環境設定について
は、物理的な環境だけではな
く、教員の発する音声刺激にも
注意をする必要があることを各
学部、分教室で確認し徹底して
いく。 
 
 

３ 進路指導・支援 

〇卒業後の生活
をイメージし、
小学部段階から
系統性のある進
路指導・支援を
行う。 
 
 
 
 

①好きなこと・
得意なことを見
つけ、安心して
一人で過ごせる
ようにする。 
 
 
 
 
②自分で選択

①教務班と各学
部が中心となり
小学部段階から
個々の児童生徒
の実態に合った
余暇の過ごし方
について指導支
援する方策を検
討し実践する。 
②「藤養の人権

①家庭とも連携
し、休憩時間や
余暇を安心して
一人で過ごす方
法をみつけるこ
とができたか。  
 
 
 
②自分で選択し

①個々の実態に応
じた余暇の過ごし
方について、様々
な授業場面で実践
していたが、指導
支援の内容を系統
立てて整理するま
でには至らなかっ
た。 
②「藤養の人権３

①児童生徒の将来
の生活をイメージ
し、小学部から高
等部卒業までを見
据えた、系統的な
学習内容の精選と
それに基づく指
導・支援が必要と
なる。 
②２年間の人権教

○保護者アンケートで
は、「家庭で過ごす時間
が増える中、家庭と連携
し、休憩時間や余暇を安
心して過ごす方法を見つ
ける手助けができた」と
いう設問に対する、「思
う・やや思う」との回答
が 65％にとどまった。 
○学校運営協議会委員か

①好きなこと・得意なことを見
つけ、安心して一人で過ごせる
ようにするという目標について
は、達成できなかった。次年度
も、目標に掲げ、具体的な方策
を検討していく必要がある。 
 
 
 
②自分で選択し、意思を表出す

①コロナの影響もあり、引き続
き、家庭で過ごす時間が長くな
ると考えられるので、「わかっ
た・できた」につながる好きな
こと・得意なことを、授業や休
憩時間の中で見つけ、一人で過
ごせる時間を伸ばすことにつな
げる。 
 
②次年度以降も、ライフキャリ



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（学校評価アンケート・

学校評価部会） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

 
 
 
 

し、意思を表出
することを小学
部から積み重
ね、1 対 1 から
集団の中でとい
うように生活年
齢に応じた取り
組みを行う。 

３段階」をもと
に一人から仲間
とともに活動す
ることや、自立
と社会参加に向
けた系統性のあ
る指導支援方法
を検討し実践す
る。 

意思を表出する
ことを小学部か
ら積み重ね、生
活年齢に応じた
取り組みを行う
こ と が で き た
か。 

段階」を常に意識
し、各学部で取り
組むべき課題を学
校全体としてとら
え、系統性のある
指導・支援を行う
ことができた。 

育研究の成果物で
ある「藤養の人権
３段階」を学校の
財産として有効活
用をしていく必要
がある。 

らは、「余暇の過ごし方
についての具体的な目
標・手立てを明確に示
し、次年度しっかりと取
り組んでほしい。」との
ご意見をいただいた。 

ることを小学部から積み重ね、
1 対 1 から集団の中でというよ
うに生活年齢に応じた取り組み
を行った。「藤養の人権３段
階」をもとに、「仲間ととも
に」を意識し、将来の自立と社
会参加を見据え、系統的な指導
を行うことができた。 

ア教育の視点から小学部から高
等部卒業までを見据えた系統的
な学習内容について、各学部が
主体となり学部研究や教科会を
活用しながら、実際の指導・支
援に反映させる。 
 

４ 地域等との協働 

〇共生社会の実
現に向け、地域
資源の活用、本
校の資源の活用
等を通し、双方
に有益な取り組
みを行う。 
 
 
 
 
 
 
 

①地域とともに
ある学校として
できることをコ
ミュニティ・ス
クールの中で模
索し、地域住民
が訪れたい学校
になるよう、イ
ベント開催や情
報発信の工夫を
し、成果を挙げ
る。 
 
 
②インクルーシ
ブ教育実践推進
校の湘南台高校
との連携の方法
を模索する。両
者にとって価値
のある連携を目
指す。 

① コ ミ ュ ニ テ
ィ・スクールの
「切れ目ない支
援部会」におい
て、地域ととも
につくるパラス
ポーツイベント
の企画・運営を
するとともに、
ホームページ等
を活用した迅速
な情報発信に努
める。 
 
②双方の担当者
が定期的に話し
合う機会を持ち
具体的な連携方
法を検討する。 

① コ ミ ュ ニ テ
ィ・スクールを
活用し、地域住
民が訪れたい学
校になるような
イベント開催や
情報発信をでき
たか。 
 
 
 
 
 
 
②湘南台高校が
必要としている
情報を提供する
こ と が で き た
か。 

①学校生活の様子
や事務連絡等を迅
速に学校ホームペ
ージから発信し
た。また、学習保
障のための「学び
の部屋」を公開し
た。校内行事は軒
並み延期又は中止
となったが、ホー
ムページで日常の
取り組みを中心に
発信した。 
 
②年度当初に、湘
南台高校の担当者
と情報交換をし、
本校の教育相談担
当が、巡回相談を
行った。 
 

①今年度実施でき
なかった「切れ目
ない支援部会」主
催のパラスポーツ
イベントを来年度
は実施し、障害者
理解、啓発に努め
る。 
 
 
 
 
 
 
②今年度は、コロ
ナの制約があり、
生徒同士の交流が
難しかった。具体
的なイベントを通
し、両者にとって
有意義な連携を目
指していく。 

○保護者アンケートで
は、約 79％の保護者が
「臨時休校期間を含め、
学校は必要な情報を提供
できていると思う」と回
答している。 
 
○学校運営協議会委員か
らは、「コロナだけでな
く、今後もありうるだろ
う長期の休業に備え、
『学びの部屋』の充実、
zoom 会議などの活用な
ど、平時のうちに対策を
練っておくことは危機管
理上大切な目標になって
くる」とのご意見をいた
だいた。 
 

①コロナの影響で、地域支援行
事やボランティア受け入れの中
止など、例年通りの活動はでき
なかったが、感染防止対策を実
施しながら、パラスポーツ教室
を１回実施できた。 
いかに、多くの人に興味を持っ
て閲覧してもらえる内容の充実
したホームページを作っていけ
るかが課題である。 
 
 
 
 
②インクルーシブ教育実践推進
校の湘南台高校との連携の方法
を模索したが、コロナの影響
で、十分な取り組みには至らな
かった。持続可能な連携や交流
のシステムを作ることが課題で
ある。 

①次年度は、学校運営協議会の
切れ目ない支援部会主催のパラ
スポーツイベントの企画・運営
を行い、障害の有無を問わず自
然に触れ合う経験を通し、本校
への理解や障害者理解啓発につ
なげていく。 
 
 
 
 
 
 
 
②本校の相談担当と湘南台高校
の教育相談コーディネーター、
進路担当、生徒指導担当等が定
期的に話し合う機会を設け、持
続可能な連携システムを構築す
る。 

 

５ 
学校管理 
学校運営 

〇安全・安心
な、事故・不祥
事のない学校で
あるよう管理・
運営を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 

①基本的な書類
管理・個人情報
の管理について
徹底する。 
 
 
 
 
 
②自分の生命を
守れる子どもを
育てると共に、
組織として子ど
もを守る判断が
できるよう訓練
する。 

①事故防止会議
等でチェックリ
ストを活用し理
解啓発を図ると
共に、組織とし
ての管理システ
ムの見直しを行
う。 
 
②時間・場所・
状況に変化を持
たせたシェイク
アウト訓練や避
難訓練を、計画
的に実施する。 

①基本的な書類
管理・個人情報
の管理を徹底し
事故・不祥事を
ゼロにすること
ができたか。 
 
 
 
②児童生徒に対
し、危機意識や
対応能力を身に
付けさせると共
に、職員の判断
力を高めること
ができたか。 

①個人情報の管理
や私費会計業務に
おいて、大きな事
故は未然に防ぐこ
とができたが、シ
ステムの変更や改
良が必要なケース
があった。 
 
②今年度は、密に
なることを避ける
ことを優先し、避
難訓練を実施する
ことを見合せた。
一方でシェイクア
ウト訓練について
は継続して実施
し、児童生徒が、
混乱することなく
進んで実施できる
ようになってき
た。 

①必要に応じて、
管理システムを変
更し、職員全体で
共通理解をしたう
えで事故を未然に
防止する。 
 
 
 
②引き続き、時
間・場所・状況に
変化を持たせた、
防災訓練や防犯訓
練を実施すること
で、個々に考えて
行動する力を身に
つけていくことが
必要である。 

〇保護者アンケートから
は、91％の保護者が「個
人情報の管理を徹底し、
安全安心で事故・不祥事
のない学校の管理・運営
を行っていたと思う」と
回答している。 
 
 
〇学校運営協議会委員か
らは、「私費会計業務に
ついては、ミスが起こら
ないよう学校全体で事故
防止の取り組みの徹底を
してほしい。」とのご意
見をいただいた。 
また、「防災倉庫内の備
蓄食料については、点検
方法の改善などの具体的
な取り組みを示してほし
い。」とのご意見をいた
だいた。 

①基本的な書類管理・個人情報
の管理について徹底するという
目標は概ね達成できた。引き続
き事故防止会議や教職員の綱紀
保持の通知や啓発資料等を活用
し、事故・不祥事の未然防止に
努める必要がある。 
 
 
②コロナの影響もあり、自分の
生命を守れる子どもを育てると
共に、組織として子どもを守る
判断ができるよう訓練するとい
う目標に向けた取り組みは十分
できなかった。感染防止対策を
徹底しこれまでの取り組みを進
めるとともに、ＩＣＴ機器を活
用する等、「新しい訓練の方
法」を検討していく必要があ
る。 

①引き続き、個人の意識を高
め、当事者意識を持ち続け、同
僚性を発揮しながら不祥事ゼロ
を実現する。「不祥事に対する
ハードルを下げない組織」を目
指し、必要に応じた管理システ
ムの見直しを行っていく。 
 
 
②次年度以降も、児童生徒一人
ひとりが主体的に考え、様々な
シチュエーションに対応できる
ようになることを目指し、危機
意識や対応能力を身に付けさせ
るための訓練を行っていく。防
災宿泊訓練については、目的を
明確にし、コロナ対策を万全に
して実施する方向で検討する。 

 


